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議会視察報告

議会運営委員会
（6月26日～27日）

議会視察報告

総務産業委員会
（7月23日～25日）

議会視察報告

文教厚生委員会
（7月11日～13日）

【視察テーマ・場所】
・	「委員会を中心にした政策形成サイクルについて」
	（岐阜県高山市）
・	「委員会代表質問と政策サイクルについて」
	（岐阜県可児市）

【参考になった点・所感】
岐阜県高山市
・	市民との意見交換会で出された意見を、委員会にお
いて取り組むべき政策課題として集約し、調査研究
や議論を積み重ねた後、全議員での討論、合意を経
て政策提言がなされる仕組みは、田原市議会でも必
要と考える。

【視察テーマ・場所】
・「公営住宅のあり方について」（茨城県ひたちなか市）
・「市街化調整区域での地区計画による産業立地誘導に
ついて」（千葉県佐倉市）

・「シティセールスについて」（神奈川県三浦市）

【参考になった点・所感】
神奈川県三浦市
・	シティセールスに限らず、市の事業を進める場合、
新規性・独自性を重視したアイデアで地元企業との
連携や地域資源の掘り起こしを展開している。田原
市も地元企業と連携しながら、地域の活性化を図る
ことが可能ではないか。

【視察テーマ・場所】
・	「廃校施設の有効活用について」
	（茨城県かすみがうら市）
・	「学校再編と小中一貫校、小規模特認校について」
	（宮城県栗原市）
・	「家畜排泄物と食品廃棄物によるバイオマス利活用に
ついて」
	（岩手県雫石町　㈱バイオマスパワーしずくいし）

【参考になった点・所感】
宮城県栗原市
・	小中一貫校は、小中の継続性があり、教員相互の交
流が図りやすい、他学年との交流がしやすく社会性
や協調性を身につけやすいなど、子どもたちの心理
的負担を軽減できると思う。


